
東京電力㈱福島第一原子力発電所６号機の

中間停止中に発見されたトラブルについて

（燃料集合体からの漏えい）

平成１３年５月２４日

原 子 力 安 全 ・ 保 安 院

東京電力㈱福島第一原子力発電所６号機（沸騰水型、定格出力１１０万キロワッ

ト）は、平成１３年５月１６日から中間停止中であるが、燃料集合体の漏えい検査

を実施したところ、燃料集合体１体から放射性物質の漏えいが確認された。

同燃料集合体の外観点検等で異常が認められなかったことから、当該漏えいは、

偶発的に発生した欠陥に起因するものと推定される。

このため、当該燃料集合体を健全なものに取り替えることとした。

なお、外部に対する放射能の影響はない。

（ＩＮＥＳによる暫定評価）
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問合せ先：原子力防災課原子力事故故障対策室
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